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「
　
の

　
　
　
　
　
お

こ
と
に
つ
奏
ま
ひ
て
は
特
に
議

会
議
員
の
皆
様
方
の
部
落
民
に

対
す
る
低
い
指
導
と
御
協
力
を

お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。
爾
本
三
十
一
年
度
決
算
期

に
於
け
る
滞
納
額
は
一
般
村
税

で
約
三
百
二
十
万
円
、
保
険
税

百
四
十
万
円
、
計
四
百
六
十
万

円
程
度
が
予
想
さ
れ
る
実
情
で

あ
り
ま
す
。

の

　
、
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昭
和
3
2

　　

@　

@
村
政

去
る
三
月
十
二
日
村
会
が
開
会

さ
れ
昭
和
三
十
二
年
度
東
郷
村

歳
入
歳
出
予
算
、
全
国
民
健
康

保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
歳
入

歳
出
予
算
、
全
国
民
健
康
保
険

直
営
診
療
所
施
設
勘
定
特
別
会

計
歳
入
歳
出
予
算
が
提
案
さ
れ

た
。
こ
の
記
事
は
そ
の
際
黒
木

村
長
の
述
べ
た
提
案
理
由
が
説

明
の
概
略
で
あ
る
。

…
㍗
購
』
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隻

東郷村議会特集號

年
度
のの
方

村
　
長

黒

針
木
　
松

美

　
　
　
　
　
し
た
い
所
存
で
あ
り
ま
す
。
　
　
ま
す
。

　
　
　
　
　
即
ち
本
年
度
村
政
の
方
針
と
し
村
政
の
在
り
方
、
機
構
、
組
織

　
　
　
　
　
て
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
等
に
つ
い
て
常
に
検
討
、
反
省

　
　
　
　
　
　
「
民
意
を
反
映
し
而
も
社
会
の
．
し
改
善
す
べ
き
は
直
ち
に
改
善

　
　
　
　
　
推
移
に
即
応
し
た
明
る
い
明
朗
．
し
廃
止
す
べ
き
は
直
ち
に
廃
止

　
　
　
　
　
な
村
政
の
確
立
を
期
す
る
こ
し
て
村
政
の
よ
り
よ
い
発
展
を

　
　
　
　
　
と
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
期
し
而
も
公
平
な
誰
れ
に
で
も

　
　
　
　
　
を
村
政
の
方
針
と
い
た
し
ま
一
公
表
の
出
来
る
村
政
の
執
行
こ

　
　
　
　
　
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
、
村
民
の
お
亙
が
信
頼
し
合

　
　
　
　
　
こ
の
こ
と
は
村
民
の
遜
れ
も
が
う
所
謂
総
親
和
の
村
政
の
確
立

　
　
本
日
昭
希
っ
て
来
た
こ
と
で
あ
り
ま
し
で
あ
り
明
朗
な
村
政
の
確
立
で

　
　
和
三
十
て
私
が
新
ら
し
く
考
え
た
こ
と
あ
る
と
信
ず
る
次
第
で
あ
り
ま

、
観
　
二
年
度
　
で
も
な
く
・
又
現
在
ま
で
の
村
．
す
。

　
　
の
予
算
政
が
そ
う
で
な
か
っ
た
と
言
う
　
　
次
に
昭
和
三
十
二
年
度
に
於

　
　
を
提
案
の
で
も
な
い
の
で
あ
り
ま
す
け
る
村
政
の
軍
点
事
項
で
あ
り

　
　
す
る
に
が
、
熱
々
こ
れ
が
完
全
な
る
実
ま
す
が
、
こ
れ
も
又
昨
年
と
格

　
　
当
り
、
　
現
は
容
易
で
あ
り
ま
せ
ん
の
で
別
変
り
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す

　
　
本
年
度
動
乱
一
層
こ
の
こ
と
を
明
確
に
確
が
、
次
の
五
項
目
を
重
点
と
し

　
　
に
於
け
廃
し
た
い
万
針
で
あ
り
ま
す
。
「
て
椎
齢
し
た
い
の
で
あ
り
ま

　
　
る
村
政
．
即
ち
民
意
を
村
政
の
上
に
反
映
［
す
。

　
　
の
方
針
さ
せ
る
為
に
は
出
来
る
だ
け
多
　
　
纂
一
に
産
業
の
振
興
を
図
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
た
い
。
こ
の
こ
と
も
多
年
先
斗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
各
位
が
努
力
を
続
け
て
来
た
こ

’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
で
あ
り
ま
し
て
殊
更
申
し
上

　
　
　
　
　
　
量

匹
串
嘩
巾
詠
雨
湿

雌
膜
　
、
村
民
各
軽
四
を
聞
、
機
会

思
う
の

で
あ
り

ま
す
。

私
は
昨

年
三
十
一
年
度

の
予
算

を
提
案
㎜
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
考
え
ま

し
た
際

に
も
昨

年
度
の

村
政
の

方
針
に

つ
い
て
［
す
。
戦
後
と
い
う
こ
と
は
あ
る

私
の
考

　を

�
驫
O
、
特
に
村
議
会
を
は

一
じ
め
村
内
各
種
機
関
、
民
主
団
．

体
等
の
意
見
を
尊
重
し
皆
様

「
を
初
め
こ
れ
等
の
機
関
及
団
体
一

の
指
導
・
協
力
を
得
て
正
し
い
…

…
課
露
轡
講
墜

…
明
る
い
村
政
の
確
立
を
期
す
る
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

潮
影
珍
書
畷
鰹
勉

一
の
社
会
に
は
ま
だ
数
多
く
残
さ
｝

れ
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
ま
「

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
意
味
で
は
便
利
、
墓
な
も
の
「

「
で
あ
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
ま
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

社
会
の
混
乱
も
、
変
な
犯
罪
や
…

．
行
政
の
行
詰
り
も
何
も
か
も
戦

「
後
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
に
よ
つ
一

【
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一 方

…
ぐ
る
必
要
は
な
い
こ
と
で
あ
り

え
方
を
申
し
述
べ
さ
し
て
戴
い

た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
本
年
度
｝
す
。
即
ち
敗
戦
の
衝
撃
に
よ
る

　
の
村
政
の
方
針
も
昨
年
度
と
大

．
差
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
申

　
し
扇
ぐ
る
ま
で
も
な
く
、
私
の

　
村
政
も
本
年
度
よ
り
後
半
期
に
．

（1）

ま
す
が
、
何
と
い
っ
て
も
村
政

の
発
展
は
村
民
経
済
の
向
上
を

図
る
こ
と
が
根
本
で
あ
り
ま
す

の
で
更
に
重
点
的
に
推
進
す
る

覚
悟
で
あ
り
ま
し
て
特
に
次
の

四
項
を
重
点
的
に
惟
進
ず
る
計

す
と
終
戦
後
十
二
年
も
経
過
し
［
画
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
一
は
食
糧
の
増
産
を
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
た
い
。
最
近
農
民
の
増
収
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欲
は
年
々
向
上
し
て
い
る
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
～
わ
ら
ず
生
産
状
況
は
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
昭
和
初
年
に
比
較
し
ま
す
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
だ
ま
だ
低
生
産
の
状
態
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ま
す
の
で
各
種
機
関
の
協
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
得
て
積
極
的
な
増
産
指
導
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
す
外
消
極
的
増
産
の
方
法
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
防
災
、
病
虫
害
の
予
防
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徹
底
的
に
指
導
し
て
食
糧
の
増

て
一
応
責
任
を
の
が
れ
て
い
た
一
産
確
保
を
産
し
た
い
の
で
あ
り

澱
錫
麺
醐
饗
難
灘
謝
罪
藻
越
ま
夢
は
畜
産
の
振
興
を
図

嚢
糊
誰
難
籏
聾
雑
綜
齢
猫
爺
塾
欝
羅
隔
離
繰

力
　
本
村
の
地
勢
及
農
業
形
態

か
ら
考
え
ま
し
て
、
和
牛
千
五

百
頭
、
豚
五
百
頭
位
を
飼
育
し

仔
牛
の
生
産
を
年
産
五
百
頭
内
．

外
に
し
、
江
豚
の
生
産
も
村
内

需
給
を
充
た
す
迄
に
振
興
し
た

い
計
画
で
進
み
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
そ
の
三
は
養
蚕
の
奨
励
を
し

た
い
の
で
あ
り
ま
す
。
現
在
本

村
の
桑
園
面
積
は
十
五
町
二

反
、
収
繭
高
は
年
千
八
百
貫
程

度
で
あ
り
ま
す
が
、
養
蚕
も
本
…

村
農
業
経
営
の
上
か
ら
考
え
て

是
非
こ
れ
を
と
り
入
れ
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
の
で
将
来
桑
園
面
積
五
十
．

町
、
玉
繭
一
万
貫
以
上
に
な
る
．

迄
こ
れ
を
奨
励
し
た
い
計
画
で

あ
り
ま
す
。

　
そ
の
四
は
裏
作
の
奨
励
と
換

金
作
物
の
導
入
を
計
り
た
い
の
‘

密
接
不
離
の
関
係
を
も
つ
も
の

で
あ
り
ま
し
て
将
来
の
農
業
は
一
号
施
設
の
充
実
特
に
老
朽
危
険

特
に
畜
産
な
く
し
て
は
考
え
ら
一
校
舎
の
改
築
に
努
力
し
た
い
。

れ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
現
在
教
育
は
人
を
造
る
こ
と
で
あ
り

本
村
に
は
和
牛
千
百
三
十
二
…
ま
す
の
で
関
係
機
関
と
密
接
な

頭
、
内
牡
二
百
二
十
四
頭
、
牝
　
連
絡
と
協
力
を
得
て
、
小
、
中

九
百
八
頭
、
豚
三
百
頭
、
二
五
学
校
の
義
務
教
育
は
勿
論
、
青

十
八
頭
が
飼
育
さ
れ
て
お
り
年
　
年
及
成
人
の
教
育
に
つ
い
て
更

を
逐
う
て
優
良
牛
が
導
入
さ
れ
一
に
検
討
を
加
え
て
教
育
の
よ
り

又
農
民
の
畜
産
意
欲
の
向
上
に
…
よ
き
振
興
を
計
り
た
い
。
特
に

伴
っ
て
仔
牛
の
生
産
も
年
間
三
一
村
内
小
、
中
学
校
々
舎
の
老
朽

百
二
十
頭
乃
至
三
百
五
十
頭
位
「
又
は
危
険
な
も
の
に
つ
い
て
は

が
生
産
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
…
之
が
改
築
に
努
力
す
る
考
え
で

・
》
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

」
で
あ
り
ま
す
。
本
村
の
耕
地
の

利
用
状
況
は
一
、
七
三
％
で
あ

「
り
ま
し
て
県
下
に
於
て
も
中
位

　
以
下
に
あ
る
の
で
麦
、
煙
草
、

…．

ﾘ
種
、
そ
の
他
の
裏
作
を
奨
励

｛
し
て
土
地
を
高
度
に
利
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
農
家
収
入
の
増

…
大
を
計
り
た
い
の
で
あ
り
ま

…
す
。

　
箒
二
は
、
教
育
の
振
興
と
教

　

あ
り
ま
す
。
現
在
本
村
に
は
、

本
校
七
、
分
校
一
、
計
八
校
で

校
舎
の
坪
数
は
二
、
○
八
二
坪

二
五
で
あ
り
ま
し
て
内
昭
和
二

十
三
隼
来
新
築
し
た
も
の
ば
小

学
校
一
、
〇
九
九
、
七
五
坪
、
中

学
校
八
二
〇
坪
、
計
一
、
九
一

九
坪
七
五
で
あ
り
老
朽
危
険
校

舎
は
老
朽
校
舎
と
指
定
を
受
け

て
い
る
も
の
一
四
八
坪
未
指
定

．
の
も
の
一
八
三
坪
で
あ
り
ま
す

の
で
、
今
後
こ
れ
等
の
老
朽
危

険
校
舎
の
改
築
に
つ
い
て
努
力

す
る
外
施
設
の
不
十
分
な
も
の

に
つ
い
て
は
出
来
る
だ
け
早
い

期
間
に
必
要
最
少
限
度
の
施
設

の
充
実
を
計
り
村
内
児
童
生
徒

が
同
じ
様
な
環
境
の
下
で
教
育

一
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
努
力
す
る

　
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　
箒
三
は
　
厚
生
施
設
の
充
実

を
図
り
特
に
国
保
制
度
と
直
診

の
円
滑
な
る
運
営
に
努
力
し
て

民
生
の
安
定
を
図
り
た
い
。

　
本
村
に
は
従
来
厚
生
的
な
施

設
と
し
て
は
何
等
み
る
べ
き
も

の
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す

が
、
病
院
建
設
、
常
設
及
季
節

保
育
所
等
の
開
設
又
社
会
福
祉

協
議
会
の
結
成
等
に
よ
り
漸
く

厚
生
活
動
が
活
壌
に
展
開
さ
れ

ん
と
す
る
態
勢
は
で
き
ま
し
た

が
何
れ
も
開
設
又
は
結
成
さ
れ
．

て
日
が
浅
い
の
で
こ
れ
等
の
貞

の
機
能
発
揮
が
充
分
で
な
い
と

思
わ
れ
る
の
で
関
係
者
と
充
分
．

連
絡
研
究
し
ま
し
て
目
的
の
達

成
に
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。
国
保
制
度
の
運
営
は
村
民

の
理
解
に
よ
り
ょ
う
や
く
軌
道

に
乗
っ
て
参
り
つ
、
あ
り
ま
す

が
、
直
診
の
経
営
は
各
種
の
悪

条
件
と
経
営
に
対
す
る
私
の
努

力
が
不
充
分
の
た
め
、
大
変
村

民
に
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
す
の

で
、
直
診
の
経
営
に
は
従
業
職

員
と
共
に
最
大
の
努
力
を
払
い

真
に
村
民
健
康
の
護
り
の
殿
党

と
し
て
の
目
的
達
成
に
努
力
す

る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　
二
四
は
　
納
税
完
納
と
滞
納

整
理
の
強
化
及
び
促
進
に
努
力

し
た
い
。

　
本
村
の
納
税
成
績
は
逐
次
上

昇
し
つ
～
あ
る
と
は
申
す
も

の
の
ま
だ
ま
だ
県
内
他
の
町
村

に
比
較
す
る
と
決
し
て
良
好
と

は
言
い
難
い
の
で
あ
り
ま
す
の

で
更
に
各
納
税
関
係
者
の
意
見

等
を
拝
聴
し
て
納
税
組
織
の
改

善
及
育
成
強
化
を
図
る
外
税
務

吏
員
の
素
質
の
向
上
を
図
り
税

の
完
納
に
努
力
す
る
他
滞
納
に

つ
い
て
は
強
制
執
行
を
適
切
に

行
い
之
が
整
理
の
徹
底
を
期
す

る
考
え
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

　
第
五
は
　
新
農
村
建
設
事
業

の
促
進
と
道
路
の
整
備
に
努
力

し
た
い
。

　
本
村
は
昨
三
十
一
年
度
に
於

て
国
が
初
め
て
計
画
致
し
ま
し

た
、
新
農
村
建
設
事
業
指
定
町

村
と
し
て
事
業
を
計
画
し
、
有

線
放
送
事
業
を
始
め
各
種
事
業

を
施
行
し
た
の
で
あ
り
ま
す

が
、
本
年
度
は
第
二
年
目
と
し

て
鶴
野
内
、
田
野
の
共
同
作
業

場
そ
の
他
総
工
費
二
九
、
四
九

九
、
○
○
○
円
の
事
業
を
計
画

し
て
い
ま
す
が
、
本
事
業
の
円

滑
な
推
進
に
努
力
し
て
指
定
町

村
と
し
て
の
日
的
達
成
を
実
現

す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。
又
山

林
資
源
の
開
発
と
林
業
の
振
興

を
図
る
た
め
林
、
村
道
の
整

備
、
開
さ
く
に
つ
い
て
努
力
す

る
覚
悟
で
あ
b
ま
す
。

　
以
上
　
五
項
目
を
璽
点
事
項

と
し
て
努
力
す
る
考
え
で
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
他
農
協
の
再
建

等
重
要
な
問
題
が
山
積
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
等
の
問
題
に
つ
い

て
は
関
係
者
等
と
よ
く
協
調
し

て
目
的
達
成
に
努
め
た
い
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
三
十
二
年
度
予
算
編
成

の
方
針
に
つ
い
て
そ
の
考
え
方

を
申
し
上
げ
ま
す
。
前
に
申
し

上
げ
ま
し
た
と
お
り
私
の
村
政

も
後
半
期
に
入
り
ま
し
た
の
で

景風A竃村

↑

上
は
答
弁
に
た
つ
黒
木
村
長

し

→

右
は
答
弁
に
耳
を
か
た
む
け
る
村
議
と

傍
聴
者

昭
和
三
十
二
年
東
郷
村
歳
入
歳
出
各
款
別
予

算
額
と
予
算
総
額
に
対
す
る
各
款
の
比
率

村

歳
款

税

地
方
交
付
税
「

舩
鹸
企
帳
墾

分
担
金
負
担
金
「

使
用
料
及
手
数
料
…

国
庫
支
出
下

県
　
支
　
出
　
金

円
　
　
附
　
　
金

繰
　
　
入
　
　
金

繰
　
　
越
　
　
金

雑
　
　
収
　
　
入

村

計

債

一一『『
一　一　一　　　　一　　・
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図

豊 A 高 毘 一 六 轟 名 夷
δ 、

o
、
六 呂

、
菖

、
A

、
四 三

、
六
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o
圏（

、
繭

o
、
0

角
、
老

o
、
o

o
、
嵩

o
、
二

A
2
｝

ん
、
呂

『
A

o
、
o

勉
、
却

o o A o
一 毘 一 置 六 o o 額 入

六 昌 一
o
一
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8
・
O

一
蕊
●
四

5
●
謹

0
●
角
1
言
●
A
亭
六

三
●
亘

o
●

六
●
角

茜
∴
島
昌
∴

率百
ｪ

『　一　｝

　 一

歳
一

議
　
　
会
　
　
費

役
　
　
場
　
　
費

消
　
　
防
　
　
費

土
　
　
木
　
　
回

教
　
　
育
　
　
酒

保施祉
険　会

期設及
生　　労

蔵回働

産
業
経
済
費

　
財
　
産
　
費

統
計
調
査
費

選
　
　
挙
　
　
費

公
　
　
債
　
　
回

雪
支
出
　
金

予
　
　
備
　
　
費

計

予

算

額

率百
　分

出

一、

�
c
、
六
π

δ
δ
七
六
、
署
六

畳
七
、
昌
四
六

九
全
、
心
三

宍
、
合
角
、
四
霊

嚇、

_
、
奏
［

＾
念
、
一
七
三

　
　
　
　
へ

三、

O
四
、
毫
翼

昌
、
璽
三
、
四
呈

き
』
8

一
美
、
（
皇

昌
、
六
全
、
莞
昌

昌
、
六
量
、
些
＝

噂
δ
O
δ
O
O

昌
・

π
・

●■

皇
二
、●●

量
、穿O

∴

O
別口

∴

塁
・
嘲

O
●

畳
δ
二
へ
聞
〇
六
，
召
O
・
O

今
ま
で
の
方
針
或
は
施
設
に
血

を
送
り
、
肉
を
つ
け
る
方
針
で

本
年
度
村
政
の
重
点
努
力
事
項

の
達
成
に
必
要
な
経
費
に
つ
い

て
充
分
考
え
た
の
で
あ
り
ま
す

が
三
十
二
年
度
の
歳
入
の
状
況

を
み
ま
す
と
別
途
提
案
の
と
お

り
で
あ
り
ま
す
が
私
が
自
由
な

意
志
に
よ
っ
て
使
用
し
得
る
収

入
は
村
税
一
千
六
百
七
十
二
万

円
、
地
方
交
付
税
七
百
五
十
万

円
、
使
用
料
手
数
料
三
十
二
万

円
、
繰
越
金
五
十
万
円
、
雑
収

入
八
十
八
万
円
計
二
千
五
百
九

十
二
万
円
で
あ
り
こ
の
歳
入
に

対
し
歳
出
予
算
に
示
し
ま
す
通

り
必
要
欠
く
べ
か
ら
ぎ
る
歳
出

経
費
は
人
件
費
、
例
え
ば
報

酬
、
給
料
、
俸
給
、
手
当
、
旅

費
、
眉
給
、
共
済
負
担
金
等
、

又
公
債
費
と
か
、
条
例
で
定
め

ら
れ
た
い
ろ
く
の
経
費
だ
け

で
も
約
一
千
七
百
万
円
に
上

り
、
差
引
八
百
八
十
万
円
程
度

が
私
の
自
由
意
志
に
よ
っ
て
使

い
得
る
金
額
で
あ
り
、
そ
の
他

は
そ
れ
ぞ
れ
の
紐
付
収
入
支
出

で
あ
り
ま
す
。
各
事
業
に
つ
い

て
必
要
な
経
費
は
充
分
考
慮
し

た
考
え
で
あ
り
ま
す
が
、
限
ら

れ
た
財
源
の
た
め
そ
れ
ぞ
れ
の

歳
出
に
圧
迫
を
加
え
ざ
る
を
得

な
い
こ
と
に
な
っ
た
関
係
で
そ

の
額
は
誠
に
少
額
で
は
あ
り
ま

す
が
予
算
の
計
上
に
つ
い
て
は

努
力
し
た
つ
も
り
で
あ
り
ま

す
。
尚
歳
出
の
中
、
消
耗
的
な

経
費
に
つ
い
て
は
厳
量
な
検
討

を
加
え
最
低
限
度
の
必
要
経
費

を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
又
写

は
健
全
な
る
財
政
の
運
営
を
図

る
た
め
適
確
な
る
歳
入
を
把
握

し
こ
れ
が
歳
入
に
努
力
し
必
要

や
む
を
得
ざ
る
不
足
財
源
と
し

て
山
林
処
分
を
い
た
し
ま
し
て

歳
入
歳
出
の
均
衡
を
取
っ
て
予

算
を
編
成
し
た
次
第
で
あ
り
ま

す
。
爾
国
及
県
の
予
算
が
決
定

し
な
い
の
で
一
応
通
年
予
算
の

考
え
で
編
成
し
ま
し
た
が
国
県

の
予
算
及
び
三
十
二
年
度
の
予

算
執
行
の
方
針
が
決
定
す
れ
ば

追
加
予
算
も
又
や
む
を
得
．
な
い

と
考
え
て
い
る
次
篤
で
あ
り
ま

す
。
．
特
別
会
計
の
国
保
予
算
に
つ

い
て
は
独
立
採
算
主
義
で
予
算

を
計
上
し
直
診
予
算
は
今
日
迄

の
実
績
等
を
充
分
検
討
し
た
上

一
般
会
計
よ
り
一
応
八
十
万
R

の
繰
出
を
な
し
必
要
経
費
も
最

大
限
に
節
約
せ
し
め
予
算
の
編

成
を
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
略
）

墾
。
§
（
．
§
｝
．
薄
寒
§
．
慧
§
§
．
§
唱
“
§
§
由
…
占
ミ
．
参

㎜
各
議
員
の
質
問
要
項
撚

営
ミ
§
腸
田
上
ミ
ミ
§
ミ
§
ミ
§
陽
…
・
§
ミ
卍
｝
n
…
雨
勃

二
十
番
（
岩
野
春
治
議
員
）

1
、
村
財
政
の
基
盤
は
村
有
林

　
で
あ
る
と
思
う
。
こ
の
村
有

　
林
の
造
成
に
村
長
は
将
来
ど

　
う
い
う
方
針
を
も
つ
て
い
る

　
か
。
2
、
村
民
の
所
得
並
に
担
税
力

　
を
探
究
し
た
い
。
こ
の
点
に

　
つ
い
て
説
明
を
願
い
た
い
。

3
、
教
育
委
員
の
任
命
に
つ
い

　
て
こ
の
権
限
は
村
長
∵
与
え

　
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
村
長

　
は
将
来
教
育
委
員
の
任
命
に

当
り
ど
の
よ
う
な
考
を
持
つ

　
て
い
る
か
。

4
、
現
在
の
指
導
者
と
若
い
人

達
の
間
に
は
時
代
的
に
非
常

　
な
ズ
レ
が
あ
る
が
、
青
少
年

　
の
指
導
に
教
育
長
は
如
何
な

　
る
心
構
え
を
持
っ
て
い
る

　
か
。

5
、
中
学
校
教
育
の
重
点
を
ど

　
こ
に
お
い
て
い
る
か
、
教
育

　
　
（
以
下
裏
面
へ
つ
づ
く
）

！
・

’ご’
，
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長
に
伺
い
た
い
。
　
　
　
　
細
方
法
で
賦
課
さ
れ
て
い
る

二
春
（
三
浦
治
郎
吉
議
員
）
1
、
本
村
は
事
業
を
行
う
毎
に
相
当
の
起
債
を
し
て
い
る
が
、
財
源
の
関
係
上
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
は
あ
る
と
思
」

“
齢
函
嶺
題
蕩
高
位

　
て
い
る
か
。
三
十
二
年
度
に
－
隔
が
で
、
る
見
込
が
あ
る
　
個
人
の
申
請
が
あ
れ
ば
免
租
　
が
出
偏
る
と
の
話
だ
が
極
　
め
て
不
親
切
な
こ
と
だ
と
思
　
う
、
毎
年
こ
う
し
た
事
を
　
落
有
財
産
を
村
に
条
件
を
つ
　
け
て
統
一
し
た
土
地
が
現
在

感
吟
簸
瓢
箪
警
譲
錬
纏
購
謬
繰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
出
す
八
十
万
円
を
村
民
一
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
負
担
に
す
れ
ば
約
百
八
十
　
　
　
地
方
自
治
法
実
施
㎜
　
　
　
十
周
年
を
顧
み
て
一
　
　
　
　
　
東
郷
村
議
会
議
長
　
新
　
名
　
岩
　
喜

．
　
　
　
報
一
　
　
　
村
　
　
　
　
、
　
　
　
郷
ヤ
　
　
　
東
肖
ン
4
’
「
　
　
　
行

十
一
費
A
田
辺
清
吉
議
員
）
1
、
道
路
成
土
地
の
未
処
理
問
題
の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
つ

の
改
革
を
含
む
、
地
方
廻

「
　
　
　
　
E

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
躍
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
、

旨
　
，
　
　
レ
匹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧
一
　
　
r
　
5
　
　
　
　
　
　
｝
；
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
…
　
　
一
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
m

「

乱
れ
も
、
見
せ
な
か
っ
た
こ
と

は
、
特
筆
す
べ
き
事
実
で
あ

る
。
公
会
様
式
の
モ
デ
ル
と
し

て
議
会
の
存
在
を
価
値
あ
る
も

の
と
し
た
こ
と
は
御
同
慶
に
た

え
な
い
。
又
反
面
充
分
戒
心
す

べ
き
多
く
の
問
題
も
あ
る
例
え

ば
質
疑
中
前
置
詞
の
多
い
こ

と
。
意
見
と
目
さ
る
、
言
論
の

多
い
こ
と
、
従
っ
て
発
言
時
間

の
長
い
こ
と
、
が
考
え
ら
れ

る
、
意
見
は
討
論
に
ゆ
づ
り
、

簡
明
率
直
な
質
疑
に
漸
次
移
行

す
べ
き
だ
。
原
稿
は
十
分
ぎ
ん

味
の
上
用
意
さ
れ
ん
こ
と
を
希

望
す
る
。
厳
に
筆
を
納
め
ん
と

す
る
に
当
り
議
員
諸
君
の
健
闘

を
謝
し
将
来
の
活
躍
を
希
念
し

て
や
ま
な
い
次
第
で
あ
る
。
失

言
多
謝

　
神
つ
ど
え
彩
り

　
　
給
ひ
し
み
す
え
な
り

　
な
ど
て
き
っ
か
む

　
　
お
だ
し
ふ
る
さ
と

三
　
尾
　
文
　
子

が
、
あ
～
待
ち
に
待
つ
た
日
は

遂
に
来
た
。
議
長
さ
ん
が
「
皆

さ
ん
御
苦
労
で
す
。
婦
人
の

方
の
ぼ
う
聴
は
本
村
議
会
史
上

は
じ
め
て
の
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
誠
に
喜
び
に
た
え
ま
せ

ん
。
」
と
、
歓
迎
の
こ
と
ば
を

の
べ
ら
れ
た
と
き
は
、
思
わ
ず

目
が
し
ら
が
あ
つ
く
な
っ
た
。

私
は
こ
の
日
の
感
激
を
い
つ
い

つ
ま
で
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き

な
い
で
あ
ろ
う
。
台
所
に
直
結

し
た
政
治
、
私
達
の
生
活
を
よ

り
豊
か
に
す
る
た
め
に
も
婦
人

は
も
っ
と
も
っ
と
村
政
に
関
心

を
持
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
、

婦
人
議
員
を
つ
く
る
こ
と
は
一

時
の
好
奇
心
で
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
、
あ
の
町
に
も
、
こ
の
村

に
も
、
婦
人
議
員
榊
が
出
た
か

ら
、
私
達
も
や
っ
て
見
よ
う
と

い
う
よ
う
な
安
易
な
心
で
は
、

立
派
な
村
政
を
つ
く
る
こ
と
は

で
き
な
い
、
幸
い
議
席
を
得
る

こ
と
の
で
き
た
今
目
私
は
一
身

を
捧
げ
て
村
の
た
め
、
婦
人
の

た
め
、
つ
く
し
た
い
と
思
う
。

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
遠
慮

な
く
聞
か
せ
て
ほ
し
い
、
そ
し

て
鞭
う
つ
て
ほ
し
い
。
温
か
い

友
情
の
こ
も
っ
た
厳
し
い
し
も

と
を
受
け
て
満
身
直
証
と
な
っ

た
時
こ
そ
、
は
じ
め
て
皆
さ
ん

の
期
待
に
そ
え
る
時
で
あ
る
と

私
は
信
じ
て
や
ま
な
い
。

■

　　

¥
算
村
会
を
傍
聴
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
村
　
　
民

　
私
は
毎
年
予
算
村
会
の
ぼ
う
こ
と
は
名
議
長
と
う
た
わ
れ
る

聴
を
さ
せ
て
い
た
ゴ
い
て
い
ま
新
名
議
長
さ
ん
の
手
腕
に
よ
る

す
が
、
今
年
ほ
ど
気
持
の
よ
い
も
の
と
敬
服
い
た
し
ま
し
た
。

予
算
村
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
　
奇
麗
に
掃
除
さ
れ
た
議
場
に

議
席
や
参
与
席
が
き
ち
ん
と
、

な
ら
べ
ら
れ
一
段
高
く
議
長
席

が
設
け
ら
れ
て
、
そ
の
前
に
登

一
壇
質
問
用
の
テ
ー
ブ
ル
、
そ
れ

　
に
テ
ー
プ
コ
ー
ダ
の
マ
イ
ク
が

一
の
せ
ら
れ
、
そ
ば
に
は
い
ぎ
い

き
と
し
た
菜
の
花
が
活
け
て
あ

っ
て
、
見
る
か
ら
に
清
楚
で
回

議
難

た
の
は
『
議
長
席
の
後
の
壁
に
一

村
会
開
会
中
は
国
旗
を
掲
げ
て
　

は
ど
ん
な
も
の
だ
ろ
う
か
』
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
　
編

　
定
刻
十
時
に
新
名
議
長
さ
ん

が
網
引
席
に
つ
か
れ
開
会
を
倒

せ
ら
れ
ま
し
た
。
ぼ
う
聴
席
に

は
村
婦
協
の
幹
部
二
十
数
名
の

婦
人
の
方
が
み
え
て
い
ま
す
。

私
は
こ
の
姿
を
み
て
、
本
村
婦

協
の
方
々
も
こ
こ
ま
で
政
治
意

識
も
成
長
さ
れ
た
の
か
と
心
か

ら
敬
意
を
表
し
ま
し
た
。
そ
れ

に
つ
け
て
も
一
般
男
子
成
人
や

青
年
の
方
々
の
ぼ
う
聴
の
少
い

の
は
寂
し
い
思
が
い
た
し
ま
し

た
。
　
二
十
番
議
員
を
か
わ
き
り
に

十
二
名
議
員
さ
ん
達
が
交
々
登

壇
さ
れ
て
村
政
一
般
に
つ
い
て

質
問
さ
れ
ま
し
た
。
質
問
の
内

容
も
適
切
妥
当
な
も
の
で
し

た
。
き
け
ば
前
日
、
議
員
さ
ん

達
だ
け
で
議
案
を
真
剣
に
検
討

さ
れ
た
と
の
こ
と
。
質
問
を
き

い
て
、
う
べ
な
る
か
な
と
思
い

ま
し
た
。

　
村
長
さ
ん
は
答
弁
の
た
め
、

席
の
あ
た
た
ま
る
ひ
ま
も
な
き

程
に
忙
し
さ
で
し
た
が
、
質
問

に
対
し
て
い
ち
い
ち
丁
寧
懇
切

に
し
か
も
愛
村
の
熱
情
よ
り
ほ

と
ば
し
り
出
る
所
信
を
率
直
に

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
さ
す
が
に

経
済
課
長
、
収
入
役
、
助
役
と

役
場
の
重
要
ポ
ス
ト
を
歴
任
さ

れ
た
村
長
さ
ん
だ
け
に
村
政
の

全
般
に
精
通
き
れ
て
い
た
だ
き

頭
の
下
る
思
が
い
た
し
ま
し

た
。　
議
会
は
終
日
緊
張
の
連
続
で

あ
り
ま
し
た
が
、
・
そ
の
空
気
の

中
に
ど
こ
と
な
く
、
温
い
な
ご

や
か
な
気
が
流
れ
て
い
ま
し
た

　
テ
ー
プ
コ
ー
ダ
の
リ
ー
ル
が

ジ
イ
ジ
イ
と
か
す
か
な
音
を
た

て
て
ゆ
る
や
か
に
ま
わ
っ
て
い

ま
す
。
議
場
の
す
べ
て
の
声
が

も
れ
な
く
録
音
さ
れ
ま
し
た
。

や
が
て
有
線
放
送
が
隅
々
ま
で

施
設
さ
れ
た
あ
か
つ
き
に
は
、

予
算
村
会
の
有
線
が
電
流
に
乗

っ
て
各
家
庭
の
ス
ピ
：
カ
を
通

じ
て
伝
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り

ま
し
よ
う
。
私
は
そ
の
日
の

然
た
る
議
場
で
し
た
。
私
は
じ
一
目
も
早
か
れ
と
祈
り
つ
つ
議

つ
と
ぼ
う
聴
席
に
坐
し
て
開
会
場
を
去
り
ま
し
た
。

後
記

集

＠

◇
駿
雑
鮒
隅
勘
蟹

も
重
要
で
あ
る
が
、
申
に
も

予
算
村
会
は
そ
の
年
の
村
政

の
歩
み
を
決
定
づ
け
る
二
会

だ
け
に
最
も
重
要
な
村
会
で

あ
る
。

昭
和
一
二
十
二
年
度
の
予
算
村

会
は
三
月
十
一
日
に
召
集
さ

れ
て
十
五
日
ま
で
五
日
閥
丁

重
に
嘱
せ
ら
れ
た
。

◇
黒
木
村
政
も
こ
～
に
満
二
年

　
を
経
て
愈
々
後
半
期
に
二
つ

　
た
の
で
あ
る
。
過
去
二
年
蘭

　
の
施
策
に
血
を
送
り
肉
を
つ

　
け
る
の
が
、
こ
の
後
学
カ
年

の
黒
木
村
政
の
重
点
努
力
事

項
で
あ
る
こ
と
は
予
算
村
会

へ
き
頭
黒
木
村
長
が
述
べ
た

施
政
方
針
の
中
に
も
明
ら
か

で
あ
る
し
ま
た
三
十
二
年
度

予
算
の
中
に
も
多
分
に
感
ら

れ
て
い
る
。

噌

◇
村
と
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら

欝
矯
鰯
購

　
な
き
事
業
を
し
な
け
れ
ば
な

　
ら
ぬ
。
こ
こ
に
手
腕
に
期
待

　
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

◇
今
度
の
予
算
村
会
か
ら
質
問

　
は
通
告
順
に
登
壇
し
て
行
う

　
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め

　
か
議
事
が
非
常
に
爽
剣
で
あ

　
つ
た
。
今
回
ほ
ど
緊
張
し
た

　
村
会
は
過
去
に
於
て
は
見
ら

　
れ
な
か
っ
た
．
た
し
か
に
本

　
村
議
会
史
の
上
に
光
彩
を
放

　
つ
た
村
会
で
あ
っ
た
。

◇
村
婦
協
の
幹
部
一
一
十
数
名
が

　
ぼ
う
聴
し
た
こ
と
も
い
ま
だ

　
一
っ
て
見
な
か
っ
た
風
景
で

　
あ
る
。
少
く
と
も
予
算
柑
会

　
だ
け
は
ぼ
う
聴
し
て
村
長
の

　
施
政
方
針
や
そ
れ
に
対
す
る
．

　
議
員
の
質
問
は
き
～
た
い
も

　
の
で
あ
る
。

◇
予
算
会
の
概
況
を
編
集
し
て

　
特
集
号
と
し
た
。

　
是
非
御
一
読
を
い
た
だ
き
た

　
い
。
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